
上社本宮から長野市戸隠へ

地域の伝統文化

未来へつなごう

プロジェク

ト応援のQ

Rコード

「
諏
訪
龍
神
大
太
鼓
」
移
動
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

諏
訪
市
の
諏
訪
大
社
上
社
本
宮
神
楽
殿
の
保
存
修
理
工
事
に
伴
い
、
設
置
さ
れ
て
い
る
「
諏

訪
龍
神
大
太
鼓
」
を
長
野
市
戸
隠
に
移
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
た
。
同
太
鼓
保
存
会
が
地

域
の
伝
統
文
化
を
未
来
へ
つ
な
ご
う
と
、
分
社
や
諏
訪
と
同
じ
く
龍
神
信
仰
が
あ
っ
た
地
に
、

新
た
な
活
躍
の
場
を
設
け
る
。
運
搬
、
保
管
費
の
た
め
、
3
月
1
日
か
ら
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

イ
ン
グ
（
C
F
）
を
開
始
し
、
1
5
0
万
円
を
目
標
に
支
援
を
募
る
。
　
（
小
山
眞
由
美
）

C
F
で
支
援
募
る
来
月
1
日
か
ら

国
の
重
要
文
化
財
と
な
り
、
保
存

修
理
工
事
が
始
ま
る
神
楽
殿
。
設

置
す
る
二
つ
の
太
鼓
の
う
ち
、
同
大

太
鼓
は
2
0
1
0
年
4
月
、
諏
訪
神

太
鼓
の
故
柳
澤
忠
範
宗
家
会
長
＝

下
諏
訪
町
西
赤
砂
出
身
＝
が
奉
納

し
た
。
皮
面
直
径
2
・
1
㍍
、
胴
長

さ
2
・
4
㍍
、
胴
直
径
2
・
5
㍍
、

と
な
る
戸
隠
地
方
へ
の
受
け
入
れ

を
整
え
た
。
戸
隠
に
は
、
五
斎
神

社
（
諏
訪
社
）
、
九
頭
龍
社
な
ど
の

五
社
か
ら
な
る
戸
隠
神
社
が
あ
る
。

同
保
存
会
は
、
諏
訪
地
方
を
中

心
に
3
0
～
6
0
代
の
和
太
鼓
奏
者
や

歴
史
愛
好
家
ら
1
0
人
で
構
成
。
諏

訪
と
戸
隠
を
つ
な
ぎ
、
文
化
交
流

に
生
か
そ
う
と
構
想
を
練
る
。
C

F
の
寄
付
者
に
は
地
酒
な
ど
の
返

礼
品
を
贈
る
と
い
う
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
3
月
3
0

日
に
神
楽
殿
で
太
鼓
の
奉
納
演
奏

を
行
い
、
出
発
す
る
。
目
的
地
が
雪

深
い
た
め
、
岡
谷
市
内
で
表
保
管

し
6
月
に
戸
隠
へ
。
設
置
場
所
に

つ
い
て
は
調
整
中
で
、
現
地
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
賛
同
し
た
人
た
ち
の

協
力
を
受
け
て
保
存
す
る
計
画
だ
。

同
保
存
会
代
表
で
、
諏
訪
神
太

鼓
代
表
を
務
め
る
柳
澤
さ
ん
の
次

女
真
衣
子
さ
ん
（
4
9
）
＝
同
町
西
赤

砂
＝
は
「
1
0
0
年
先
ま
で
響
か

諏
訪
大
社
上
社
本
宮
神
楽
殿
の
「
諏
訪
龍
神
大

太
鼓
」
。
奉
納
し
て
初
打
ち
を
披
露
す
る
故
柳
澤

忠
範
宗
家
会
長
＝
2
0
1
0
年
4
月
2
5
日

重
さ
約
1
王

胴
部
に
昇
り
龍

と
降
り
龍
を
彫

り
込
み
、
牛
皮

を
張
っ
て
い
る
。

今
回
の
工
事

に
伴
い
、
二
つ

の
太
鼓
は
移
動

を
余
儀
な
く
さ

れ
、
修
理
後
も

元
に
は
戻
せ
な

い
。
諏
訪
大
社

か
ら
の
相
談
を

き
っ
か
け
に
、

生
前
に
柳
澤
さ

ん
の
指
導
を
受

け
た
太
鼓
チ
ー

ム
の
メ
ン
バ
ー

せ
た
い
と
い
う
父
の
願
い
が
あ
っ

た
」
と
振
り
返
る
。
「
皆
さ
ん
の
力
を

借
り
て
後
世
に
残
し
、
多
く
の
人

に
聞
い
て
ほ
し
い
。
諏
訪
と
戸
隠

の
地
を
結
び
付
け
、
互
い
の
発
展

に
も
つ
な
が
れ
ば
」
と
期
待
す
る
。

江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
も
う
一

つ
の
大
太
鼓
の
保
存
に
関
し
て
は
、

儲
訪
大
社
で
検
討
し
て
い
る
。

ノ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
問
い
合
哲
、

応
援
は
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
受
け
付

ける。

が
、
活
動
拠
点


